
























































































































































































































･正 常 型 トレオニンープロリンーグルタミン酸-グルタミン酸一･-
･突然変異型 トレオニンープロリンー バリン ーグルタミン酸--･
例2
･正 常 型 リシンーセリンープロリン セリン ーロイシンーアスパラギン一･-
･突然変異型 リシン-バリンーヒスチジンーヒスチジンーロイシン-メチオニン
イ) 例 2のmRNAの塩基配列
･正 常 型 AAY-UACGZY -ccz-AYE孟UcU言- A AX-
･突然変異型 AAY-GUZ-CAX-CAX-UcU言-AUG
ウ) 翻訳例
･正 常 型 Why did you get the bag f♭r him ?
･突然変異l Why did you get the bat for him ?
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図 4
CBBCDE｣となる｡｢逆向きのC｣でも理解しに
くいところ,DとBが重複するとなると (そんなも
のできるはずが無いという先入観が邪魔をしてか)
益々混乱してしまう｡そこで,著者オリジナル,
角形モデルである｡
▼~■1--
図5ア)のように肢を三角形と考え,根元をA,
先端をEとする｡さらに,各部分の間の幅をa～ e
と置く｡図3例1では,AとEを結合したので,そ
の様子は図5イ)のようになる｡すなわち,｢b｣と
｢e｣の間の｢BCD｣ができることで,正常な肢が
形成される｡図3例 2は,図5ウ)のようになる｡
ここでも｢e｣と｢b｣の間の ｢DCB｣ができる
というと,ようやく納得するのである｡(実はこの
モデル｡あまりに理解が容易なため,授業では紹介
しない｡授業中は肢の図で説明し,生徒の頭の中を
耕している｡試験に類題を出題し,その解答 ･解説
の際に紹介するようにしている｡｢どうしてもっと
早く教えてくれないの｡｣という非難の嵐が待ち受
けているが｡)
4 まとめ
前回の学習指導要領の改訂によって ｢生物Ⅱ｣が
新設され,遺伝子と免疫が含まれるようになった｡
両分野は今回の改訂でもそのまま ｢生物Ⅱ｣に含ま
れている｡また,クローンなど発生生物学の詳しい
内容も｢生物Ⅱ｣に含まれている｡｢生物Ⅱ｣は ｢生
物Ⅰ｣を履修した後に学習することになっている
が,その内容は日常生活で目にする項目が多い｡
全員必修で物理化学生物地学の内容を含む｡内容
の選択の幅を大きくし,生徒 ･教員の要望によって
希望する分野を学べる｡このような科目の開設を願
う｡
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